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第6回通学区域検討ワークショップ資料

2018（H30）
年度

ワークショップ : 意見交換「自由に校区割を考えてみる」

 【開催実績】

　　７月　これまでの経過と通学区域見直しの考え方等についてご説明

　　８月　今の校区の良いところ・気になるところについて議論

　１０月　事務局が提示した「意見交換のための１０案」をもとに、通学区域
　　　　　 を考える上で重視する視点を議論
　　　　　　→「これまでの地域のつながり」と「学校に通う子どもたち」を重視

　１２月　重視する視点と通学区域を見直す指標をもとに、各校区ごとに
　　　　　 校区割の変更を検討

　　２月　各校区ごとの意見を重ね合わせ、全校区及び各校区の課題を　　
　　　　　 洗い出し

2019年度 ワークショップ : 詳細検討「実際の校区割を考える」

2020年度 全市向け意見調整（パブリックコメント等）→市として最終決定

通学区域審議会（２～３月）
　・第一次答申（ワークショップで得られた最終案について審議）

2023年度 周知期間（４年間程度）

202７年度 新設校開校

　６月から（※２～３か月に１度程度の頻度で開催）
　・平成３０年度のワークショップのご意見を踏まえて、事務局から校区割案　　　
　　を提示し、詳細に検討→校区割案を修正→（繰り返し）

　※検討内容に応じて、数校区単位あるいは団体ごとに開催する可能性が
　　 あります。

■箕面市は、新設する学校の建設予定地を「箕面市立病院跡地」に決定しました。開校は2027年4月を
   予定しています。
■9年後の開校に向けて、以下のスケジュールで検討を進めます。 
　 ※議論の状況によってワークショップが延長する可能性があります。

通学区域審議会（平３１年３月11日）
　・ワークショップでの検討結果の報告

　ワークショップ以外での
　地域への情報提供　
　（随時）
　　＊ホームページ
　　＊広報紙
　　＊説明会など

…
…


